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ブ ラ ー ム ス の ピ ア ノ 作 品 の 特徴 と

ソ ナ タ Op. 5 に関する楽曲分析

徳 内 悠 子

は じ め に

ヨ ハ ネ ス ・ プ ラ ー ムス ( 1 833~ 1 8 97 ) は， シ ュ ー ペル ト， シ ョ パ ソ ， シ ュ ー マ ソに続
く ド イ ツ ロ マ ソ派に 属する作 曲 家である。 ロ マ ソ 主 義思 想の全盛時代に生ま れはしたもの

の 当時リス ト， ヴ ァ
ーグ ナー が 無調性 音楽， または標題音楽へと 革新的な 方向へ進んだの

とは 逆に， プ ラ ー ムス は自由のか わ り に 古典的形式という 枠の中に おいて創作 するという
復 古主義の方向へと逆 行していった。

シ ュ ー マ ソが ， 形式は単 に 楽想のためのう つわ であったのに 反し， プ ラ ー ムス において
は形式自体が 目的 であった。 がしか し プ ラ ー ムス の場合 単 に 古典主義への 復 古というの で
はな く 生来 持 ち合 わせていた 彼の抒情性 を失 わない で古 典的な 線に 添う，いわゆる ロ マ ソ
主義と 古 典主義の二面性を組 み 合 わせる ことによ り 彼 独特 の 芸術の 世界を < n 広げてい っ

たの である。

作 品 の 時 代 的 特徴

第 I 期
この時代は プラ ー ムス は， ．ン ュ ー マ ソとの 友情， ク ラ ラとの 愛 情の時期にあたる。 プ ラ

ー ムス は，彼の外 面的な ぶっ き ら捧な 風貌とは反対に 内面的には 大変暖かい情 愛の 持 ち 主
であ り，また ロ マ ソチ ッ クな性 格 であったと伝え ら れている。 こ の生来 の ロ マ ソ性 は 彼の

初期の 作 品にはそ のまま表現さ れてお り， この頃はまだ プ ラ ー ムス は シ ュ ー マ ソの音楽の
影 響もあ り ， 形式 ょ n も情感の ほうを優先するという考えも 一部あった。 しか し 一方 、ン ョ

パ ソや ‘ン ュ ー マソが 抒情的な 小品や組 曲形式の 曲か ら入っ ていった のに反し， プ ラ ー ム ス

は Op. I ,  2 を ソ ナ ク のような 極めて厳格な 形式上制約の 多い 曲によっ て作 曲 活 動 を 始め
ていると ころを み ても彼の 古典主 義は 本来的なものであ る ことがうか がえるの である。

彼の ロ マ ソ チ ッ ク な 性 格の一 つの現われである民謡に 対する強い 興味は，直 接彼の作品

に影 響してお り ， 創作 中大変重要な 役割を果すの である。Op. 1 ,  2 の ソ ナ ク の 2 楽章に
おいてもす でに 民謡的旋律が取 り 入 れ ら れている。

ピア ニ ス トでもあった プ ラ ー ムス は ， シ ュ ー マ ソと 同 じ く， この時期においては， ピ ア

ノ が 彼の表現の手段であった。 この時期に作 曲さ れた ピ ア ノの作品 では Op. I ,  2 , 5 の
ソ ナ タ の他に 0p.4 の ス ケ ル ツ ォ， Op. 9 の 「 ロ ー ペ ル ト ・ シ ュ ー マ ソの 主題による変奏
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曲」 ， 0p ． 10 の 「バラ ー ド」 がある。 Op.4 のス ケ ル ツ ォ は実際にはOp. I , 2 のソナクよ
り 先に 作 曲されてお り ，最も 初期の作品である。 こ のス ケ ル ツ ォ の主要モ テ ィ ー フは， ．ン
ョ パ ンの 変 口 短調 「ス ケル ツ ォ 」 の主要動 機に非 常に良 く 似てお り ，また トリオが 2 回組

み 入 れられている点においては ， 、ン ュ ー マソの作 風の影響を受けているとい われている。
また Op. 9 の 「ロ ー ペル ト ・ シ ュ ー マ ｀ノの 主題による変奏 曲 」 は，形式的 配列にお いてシ

ュ ー マ ソの 「交響的 練 習 曲」 のそ れに 従ってお I') I 形式や和声構成 に も厳密に 拘っ ておら
ず 旋律の上に自由に重 ねられている。 このように最 初期の 作品においては他の ロ マソ派の
作曲 家の影響も多 分に受けてお り ， 円 熟期に 見ら れるような 古 典的形式の 確立はまだなさ
れていないのである。 1854 年に 作 曲さ れた Op . IOの 「バ ラ ー ド」 が この時期の ピア ノ 作品
の最後とな り， 第 JIの 創作期へ と 移る。

第 lI期
この時期において， プラ ー ム ス は新たに厳格対 位法とか 変奏技法の 一 層 厳格で純粋な 形

式を求めて 研究を進めた 時期であ る。 まだこの時期においては， プラ ー ム ス 特 有のロ マ ソ
性 と 古 典的要素の均衡という 点においては 確立さ れてはいないが，しか しそれ等の様式が
現われ 始める，いわゆる プラ ー ム ス 様式の 過渡期ともい われている。

この時期の ピア ノ 曲では 「 ヘソデルの主題によ る変奏曲 と フ ー ガ」 Op. 24 と 「バ ガ ニ ー

二 の主題による変奏曲 」 Op. 35 等 がある。 「 ヘソデルの主題による変奏曲と フ ー ガ」 では
第 I期で行 われたような ロ マソ的 感情とか 構造上の自由さ がな くな り ， 古 典的な 風格を持

ち主題の周期的構造と和声に 厳 格に固 執している点で大き な 変化をとげている。
この時期の 特徴の 1 つ に 完成 した 作品の完全な 改作があげられる。 1 つ の例 としては ヘ

短 調の ピア ノ 5重 奏 曲であ るが こ れは 初めは絃楽 4 重奏 曲として 作 曲さ れ， 続いて 2 台の
ためのソナクに改 作さ れたの である。

また この時期に おいては， プ ラ ー ム ス はそ れまで大変強 く ひき つ けられていた ピア ノ か
ら離 れて， 次第に 室 内 楽の 方向へと転 じていった 。 この分 野は彼の創作の大き な比重を示
すと共に ， 第 皿期の 円 熟期へ の 橋 渡しとなるのである。

第 lI1期
1865 年母 親の 死による プラ ー ム ス の打 撃は，彼に ｀｀ ド イ ツ 鎖魂曲 ” の作曲に拍車をかけ

たとい われる。 第 lI1期は この ＂ ドイ ツ 鎖魂曲 ＂ で 始められるのであ る。 この成 功につ づい

て，彼はカンク ー ク ｀｀ リナルド” 堂 々たる＂ 勝利の歌 ’' 壮大な ｀｀ 運命の歌 ’' 等大合 唱 曲も次 々

と作曲した。 こ れ等の作品の完成において彼は最も プ ラ ー ム スらしい 充実した 創作期に 達
するのである。 こ れ 等大合 唱 曲にも増して この時期の重要な 作品には 4 つ の交 響曲 がある。
第 I 交 響曲は 1 87 6 年に 完成， 1877 年に 第 JI 交 愕曲 ， 188 3 年に 第 lI1 交響 曲， 1885 年に
第 N 交 響曲 と， すべての交響曲を 第 lI1 期のしか もほんの わずか 10 年足らずのうちに 完成し

ている。 こ れ等の作品に 見られるよう に， 初期の 情感を 優先した 音楽から一層 すっ き り し
た 古典形 式へと 道を譲った こ とが この時期の 大き な 特徴といえる。 また この時期に 作曲さ
れた ピア ノ 曲では， Op. 39 の " 16の ワ ル ツ " 0p.76 の " 8つ の ピア ノ 曲 ’' Op.7 9の ＂ 二
つ の ラブソディ ー ’' がある。 作品番 号からもわかるように， 1865 年Op. 39の ワ ル ツ を作
曲 して後， 1878 年Op.7 6を 完成 するまでの間 は全 く ピア ノ 曲から遠ざか り ， 交響曲や大
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合 唱曲 に 専 念しているが ，これは形式的な 問題を 離 れて作 曲するこ と の少な か った プラ ー

ムスに と って， ピア ノ に おいて新しいソナク を書 く 意 義を見出す のが 困難であ ったこ と，

そ れに 加えてペ ー ト ー ヴ ェ ソ に つついて 交響曲を作 曲する意 識が 彼の心を占め つ く した と
いえる。 第 m 期 の ピア ノ 曲 を第 1 期 ， 第 rr 期まで に 書か れた ヒ゜ア ノ 曲 と 比 較して み る と ，
はるか に単 純化され若い時代 のような 管絃楽的な作 曲 は 放 棄さ れている。こ のような 傾向
は 次の 第 N 期の作品 においてはさ らに 顕著にな っ て ゆ く のであ る。

第 N 期
1 890 年弦楽5 重奏曲 Op. 1 1 1 を完成 の後， プラ ー ムスは自己 の 創作 力 の 衰えをさ と り，

そ の後の作品は大 規模な 作 品は全 く 陰をひそめ， 再び 歌曲， ピア ノ 曲， 室 内 楽などの作 曲
ヘ専念する。技術的 洗練度は 一 層増加さ れ ， 内面的で地味な 作 品に 集 中している。こ の最
終的創作 期にお けるヒ゜ア ノ 作品 には， 3 つのカプリ チ ォ と 4 つ の イ ソ テル メ ソ ツ ォ を含ん
でいるOp. 1 1 6 「幻想曲 」， 3 つ の イ ソ テ ル メ ッ ツ ォ を含んでいるOp. 1 17 「 イ ソテル メ ッ ツ
オ 」 ， 4 つ の イ ソ テ ルメ ッ ツ ォ と 1 つ の バ ラ ー ドお よび 1 つのロ マ ンスを含むOp. l l8「 ピ

ア ノ 曲 」， 3 つ の イ ‘ノテ ル メ ッ ツ ォ と 1 つのラプソ デ ィ
一 を含んでいるOp. 1 1 9 「ピ ア ノ

曲 」などがある。こ れ ら のヒ゜ア ノ 作品を 見て み る と ，前半の作 品 に 比 べて，和声的 構造に
おいて も リ ズ ムの面でもず っ と 単 純化さ れ ，20 曲全部が単 純な 三部 リ ー ド形式 とな ってい

る。また前 期の ピア ノ 曲 が管弦 楽的な 響き を持 っているの に 比 べ， 第 m 期お よび 第 N 期の
ピア ノ 曲はす べて絶対的 にそ の 楽器に 適合 している点が大 き な 特徴にな っている。

ソ ナ タ の 特 徴

ベ ー ト ー ヴ ェ ソ以来， 他 の ロ マソ派 の作 曲 家たちが 簡単 に 棄て 去 n ' あるいは 無視して

き たソナ タ 形式を もう 一度復活させた プラ ー ムスは， 他 のロ マ ソ派 の作 曲 家たちが 小曲 や
組曲形式 の 曲か ら 出 発している のに反し， ピア ノ ・ソナクで 始めているのである。主題設
定 の 見 事さ と 調性 秩序がこの 上 もな く 強力 に統制さ れた ペ ー ト ー ヴ ェ ンのソナク 形式は，
プラ ー ムスによ って再び 見直さ れるのである。

プラ ー ムスは生涯において三曲 の ピ ア ノ ソナ タ を作 曲しているが， そのいず れ もが 最 初

期 にあた n , ピア ノ ソナク に おいては， まだ十分 に プラ ー ムス の力強い形成力は成 長しき
っ てお らず，さまざまの 欠 陥があるが，そ れは， 彼がま だ20 オ前後 の作 品であ り ，形式統
御力 の 不足 ，また表現力 の 未熟さ のため とい われている。がしか し 音楽の 流 れ の全 体 と 形
式上の必 然 と結び合 わせるこ と ，主題の 処理，各楽章間 の統 一 に 対する配慮などの点で，
ベ ー ト ー ヴ ェ ソに つ ぐ構成力を発揮している。

作 曲さ れた順序は Op. 2 の 嬰へ 短調のソナク が一 番早 く 1 85 2 年， Op. I の ハ長 調•ソナ タ
が 1 85 3 年である。最 初のソナタ であるOp. 2 においては， 構成力 も 他 のソナク に 比 べて
劣 っ てお り 楽想 配列 もロ マ ソ的な つな ぎ合 わせであるし，全 楽 章が短調で 書か れている点

など も 構成的な 未熟さが現わ れている。 音楽の 流れ も 形式的な 約束 に 縛 ら れて途切 れがち
であるなど，さまざ まな 欠点はあるに して も 19オ の プラ ー ム スは，す で に主題の 動 機的 処
理 という 古 典的な 手法を 消化しているこ と は評価さ れる点であ ろう。
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続いて作 曲 された0p·1 の ソ ナ タ で は統一性の点 で は ， はるかに前の ソ ナ タ よ り 優 れて
いる。 この曲にお いて は， 第 1 主題 リ ズ ム が ， ペ ー ト ー ヴ ェ ソのOp. 106 の＂ ハ ソマー ・ ク
ラ ヴ ィ ー ア ・ ソ ナ タ ” の主 題に大変 良く 似ている点や， Op .53 " ワ ル ト シ ュ ク イ ソ ’' と同
様に主題が ， す ぐ後に二度下 でく り 返されてい る 点を見てみると， プ ラ ー ム スのベ ー ト ー

ヴ ェ ソ研究の跡が はっき り 伺えるのである 。 この二曲 の ソ ナ ク において は ， 各楽章の主題
間に極め て密 接な関係があ り ，そ れがい ずれも 緩徐 楽 章の民 謡か ら 採った旋律を基盤 とし
ているという大変重要な共通点 が 見出 さ れる。 この各楽章間の関連とい う面 において は ，
Op.5 へ 短調 ソ ナ クにおいても 見い出さ れるのである 。

O p .5 のへ 短調 ソ ナ ク は，前の二 曲の ソ ナ ク に続いて作 曲 さ れ ， 18 5 4 年 ラ イ プ ツ ィ ヒ
のゼ ン フ 出 版社から 刊行さ れた。 この ソ ナ タ は他の二曲の ソ ナ タ に比べて ， 技法的に一段
と 成熟 してお り ， とくに第 1 楽章の構成は見 事であ り ， ベ ー ト ー ヴ ェ ソ以来本 質的に意 味
のある ソ ナ ク を書いた第一人者という評価がある。 3 曲の ソ ナ ク を見てみると ， 再 現 部
において第 1 主題を変 形した り ，提 示部を形成していた各部 分を統 合し要約 して連結 させ
るなどして ， 楽 曲進 行において緊密度を増し，終結 部 へと盛 り 上げて ゆく 手法 は大変 巧妙
である。

ソ ナ タ ヘ 短 調 作 品 5 の 楽 曲 分 析

第 1 楽章
A lleg ro ma esto s o  へ 短調 4 分の3 拍子
提 示 部
第 I 主 題部
第 1 郡 ( 1 ~ 6 小節）
低音部から 高 音部にわたる跳躍したエ ネ ル ギ ッ シ ュ で 律動的な第 1 主題によ り ， 曲 は開

始さ れる。 （ 譜例 1 ) この冒頭動機は徹底的にこの楽章を 支 配することになる。 いきな り
爆発的に開 始された冒頭動機は4 小節 目のへ音を頂点 に 一気に盛 り 上げ，

5
, 6 小節 目の

和音で 1 音 1 音確かめ る よ うに主題を締め る。 この部 分 はへ短調である。
（ 譜例 1 )

·`m『fu”二＾ f |』ー ロt |bi- ：口「 Iり」 i bl |i 

第 2 郡 ( 7 ~ 1 6 小節）
第 1 主題の第2 楽想であ り ， 主題の変 形 で構成される 。 ff よ り いきな り pp まで音量を

落とし，左手 3 連 符を伴 った同 一音の伴奏に，右 手の第二楽想が和 らかく奏される。 （ 譜
例 2 ) 調子 はハ短調 である 。
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（譜例 2)

＞ 

ヽ し---ィ ---- ー` ィ ヽ

第3 郡 (1 7~ 2 2 小 節）
第 1 主題の 展開的確保にあた n， 冒頭主題の 律動的リ ズ ムが力 強くく り 返 さ れる。 こ こ

でも 17小節よ り 22小節まで 一 気 に ク レ シ ェ ソ ドで盛 り 上げる。 この部分の 右手の オ ク ク ー

プの動 きは大 変演奏困難であるが ヘ レ ソ版で は 次のよう に 音の 省略を指 示している。 （譜

例 3 )

（譜例 3)

·̀^ ”1 ｀ 臼ìI[ - b 直

』J

― 一 旦
経過 句 (2 3~ 38 小節）
第 2 主題への経過句であ る。 調子は 変イ 長 調にな る。左手は 冒 頭リズ ムをく り 返し， 右

手は 第 2 郡の 音形 に 基 づく力強い和音を奏す。 初めf で力強く 始 まった 経過 句は次第に 音
薩を落としな がら吸い こ まれるよう に 第 2 主題へ入る。

第 2 主題

第 1 郡 (39~ 55 小 節）

変 イ 長 調のまま第 2 主題へ入る。 さ ざ 波のような 抒情的伴 奏を伴 って，右 手の旋律はや
は n 冒 頭リ ズ ムから導か れたもの である。 （ 譜例4 ) 上声部は 音階的 に 上昇し， 次 第 に 緊

張度を高 めて ゆく。

（譜例4 )

結 盃 戸
千

＞ 
-- 1 

第 2 郡 (56~ 7 1 小節）

この部分 は 第 1 郡の 延長の形で， 提示部の 終結部 にあたると 同時に 展開部の 移行の役割
を果す。 調子は変 二長 調となる。

展開部
第 1 郡 (72~ 87 小節）

初めの 3 小節はス タ カ ー トの オ ク ク ー プで力強く奏 さ れ，それ に続いて第 1 主題の 冒頭
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主題お よび第2 楽想の変 形によ り ， 変 二 短調 の 異名同 音で あ る嬰ハ短調 で展 開 される。 第
2 楽想で は提示部で 左手に現われた 3 連符 の 伴奏型は右手に移 n ， 左手に旋律を移す。

第 2 郡 ( 8 8 ~ 1 1 6 小節）
調子は変 二長調に変 わ り ， 右手 は終 始 シ ン コ ペ ー シ ョ ソ の リ ズ ムを奏 し ， 左 手 は提示部

の 第2 楽想の動き の 変 形 と なる。 右手 の 、ン ソ コ ペ ー シ ョ ン は次第に音を増 しなが ら弱音で
奏 し 最後 の 2 小節で 一気にク レ シ ェ ソ ド とな り ， 展 開部 の 最後 の 部 分へ と 突進 する。

第3 郡 ( 1 1 7 ~ 1 30 小節）
変 卜 長調に変わ り ， 第 1 主題の 冒 頭 リ ズ ム の 徹底的なく り 返 しによ り 展開 部 の終 結 部を

構成する。
再現部
第 1 主題 部 ( 13 1~ 14 4 小節）
ヘ 短調によ っ て 再び第 1 主題の第 1 楽想が現われる。 再現部においては ， 提示部 の第2

楽想は省略され ， 直ちに第3 郡へ と 移る。 ただ し第 2 楽想の左 手の 3 連 符の リ ズ ム は右手
に現われて，第2 楽想 の 暗示 がある。 こ の ようにプ ラ ー ム ス は ， 再現部において ， 提示 部
を形成 していた ， さ ま ざ まの要素を統 合 した り ， 要約 した り して ， 曲 の進 行を緊密化 し ，
力強い終 結 へ と は こ ぶ手法は大変巧 妙である。

1 38 小節 目 よ り 現われる左右 の オ ク ク ー プは大変に演奏困難なのであるが ， ヘ ン レ版 でま，
響きをほ と んど損わない音の省略， お よび左手の オ ク ク ー プを一部右手に移す方法を指示
し てい る。 （譜例 5)
（譜例 5)

llvo-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - .  - .  - - - - - - - - - - .  _ - _ 
＞ ，、 一 u ,.

: 
経過 句
提示 部 と ほ と んど同 じ 音型であるが ， こ こで はへ長調 である。
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第 2主題部
第 1 郡 ( 161 ~ 17 7 小 節）

ヘ長 調のまま 提示部とほとんど 同 じ第 2主題がくる 。
第 2 郡 ( 178 ~ 204 小節）
再現部の終結 部にあたる。 提示部の 終結 部と途中まで同型であるが，最後に 再び力強く

第 1主題がく り 返さ れて コ ー ダ ヘのつ な ぎとなる。 200 小節目からの オ ク ク ー プ 奏法でも ，
ヘソ レ 版では， 次のような 音の 省略を指 示している。（譜例 6 )
（ 譜例 6 )

コ ー ダ ( 205 ~ 222小節）

飛躍する力強い和音によ り 管弦楽的な 響き をもっ て， へ長 調で 第 1 楽章は 終わる。

第 2 楽章（ ア ンダソテ ）
この 楽章は結 尾を持つ 複合 三部形式であ 11 , A - B - A - C となる。 この 曲の 冒 頭には，

S te rnau の詩が標題のように 印されてお I) ' この 楽章は 詩的な 想念によっ て作 曲さ れた
といわれている。詩の内 容は次のような ものである。 「 夕暮はせま り ， 月 影は輝く，そ こ
に 二つ の心， 愛にて結 ば れ ， 互いに抱き 合 う。」

Aの部分 （ ア ソ ダソ テ ・ エス プレ ッ シ ー ヴ ォ 変 イ 長 調 4 分 の 2 拍子 ）
愛の 陶酔をうたった詩の 内 容にふさ わし く，左手 の 柔和な分 散和音に 包ま れて ， ロ マ ン’

的な 旋律によ n 開 始さ れる。（ 譜例 7 ) こ れは 第 1主題にあた り ， 11小節目よ り 16分 音符
（ 譜例 7 )

馴―- .r」 1 丘 こご冒
の 連打の伴 奏を伴っ て， 対 句が ソ プラ ノに 現われ ， 16小節目 よ り， テ ナ 一部に 対 旋 律が 加
わる。 こ こ では 1時変 口 長 調へ 転調する。25小節 目よ り 再び変イ 長 調で主旋律の反 復とな

る。

Bの部分 （ ボ コ ・ヒ゜ ュ ー ・ レソ ト 変 二長 調 16 分の4 拍子）
左右交 互に出す 6 度の重音で 始まる。（ 譜例8 ) こ れは 第 2 主題にあたる。

5 3t」ヽ節目 よ り 第二主題の第二楽想ともい うべき 旋 律が 変へ 長 調で 奏さ れる。68小節目よ
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（譜例 8)

二
: •ヘ

＞ 

り 再 び変 二 長調にな り ，左手 3 連符の伴奏を伴 っ て，第 2 主 題が変型 した音型で 8 分の3

拍子で 奏される 。 77小節目よ り 再び第2 楽想が変 へ長調で反復される 。 91小節目よ り 三た
び第2 主 題 がく り 返 される 。

Aの部 分
再 び変 イ 長調とな り ， 1 部のAの時よ り 豊かに彩 られた和 音によ り ，第 1 主題が浮かび

あがる 。 最 後に2 度音程の変化の少ない伴奏 部を伴い消えるような，ざわめ きをも っ てC

の部分へ 移る 。
C の部 分 （アソダ ｀ノ テ ・ モルト 変 二長調 4 分の 3 拍子）

この部 分は終結 部にあたる。 旋律的にも 調性的にも， Bの部 分と深い親近性 がある。 G噌
例 9) 変化のない連打の伴奏を伴って ， PPP で始 ま っ た旋律 は急激に ff まで進み，再び
（譜例 9 ) 第2 主題

昇江f 7 土「 7 | こ -, 1こ 7

綽栓こ こf l f 臼「 l 「

PPP まで音量を落と して静かにAdagio の コ ー ダヘと進 む 。 静かな祈 り の ような和音を奏
した後に，fで 広範囲なアルペ ジ オによっ て 2 楽章は終わる 。

第3 楽 章 （ ス ケル ツ ォ ヘ短調 4 分の 3 拍子）
冒頭動機は 1 楽 章のみでなく，他のどの楽 章においても 関連 し ているのであるが， こ の

ス ケ ル ツ ォ のみは全曲を通 じて主題的循環との関係 が薄 い 。
第 1 部 ( 1 ~ 36 小節）
無気味な響きのへ 短調減 7 の和音によ っ て曲 は開始される 。 （ 譜例 1 0)
この主題は メ ンデルス ゾ ー ンのハ短 調 ピ アノ 三 重 奏曲の終 楽章の主 題の旋律と よく 似て

お り ， （譜例11) こ の旋 律の発展によ り 構成される。
1 7小節目よ n ， 主 題の展開的 確保であ り ，左手にその主題をく り 返す 。
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（譜例 10 )

.̀m
.)

＂,y:1 鳴旦/ - f、「 I - f 「 [ 「-| ［ 「 I」
（譜例 1 1 )

恥i 「ヽ，田 にr心 l□「 F

第 2 部( 3 7 ;._, 69 小 節）
第 1 部の最後 の 音型を受け 継いで， PP で和らかな アル ペ ジ オが展開さ れるが，こ れは

変 二長 調， ホ長 調， ハ長 調と順次転調 し て ゆ く。
第 3 部
再び へ短 調で 第 1 部と 同型で主題が 現わ れ，87小 節目よ り ， エ ネ ルギッ シ ュな和音へと

発 展し ， 音階的進行によ り 力強い 終結部を 構成する。
トリオ

P で コ ラ ー ル 風な 優美な主題が 現われる。 133小節目よ り 転 調し な がら主題が 展開さ れ

る。 1 54小節目よ り ，さらに 弱められて 1 オ ク タ ー プ高 く主題が 再 現さ れる。 19'2 小節ま
で主題の 展開的確 保が 行わ れ，その後強めら れた和音の 音階的 上 昇によっ て トリオの 終結
部となる。誘導部を経てス ケ ル ツ ォ ヘの反復とな り ， 第 3 部まで く り 返し て，力強い和音
でこの 楽章は 終わる。

第4 楽章 （アソク
＊ 、ノ テ ・ モル ト 変 口 短調 4 分の 2 拍子）

この 楽章は， 問奏 曲と題されている。他に Ruckbl ick 〔 回顧 〕 という 副題も ついてい
るように， 第 2 楽章と深いつな が り を持っ てお り ， 主題の 旋 律 も 第 2 楽章の Aの部分 の主
要旋 律に 従っ てお り ， 調性的に も ， 第 2 楽章が 変 口長 調で 終止し ているのに対し て， その
関係短調である変 口 短 調で 始 まっ ている。 ＂ プラ ー ムス 伝 ’' の 著者 カ ル ペ ッ クによると4

楽章も 2 楽章と 同 じStemau の「 木 々 の 葉がどんな に早 く 枯 れ 落ち，森が 裸になっ てし まう
か ， も し お 前 がそ れを知っ ていたら，お 前はこんなに 冷淡でな く もっ と優 し く 私の顔を眺
めて く れるだろうに」 という 詩から着想されたと 言っ てお り ， 2 楽章が愛の陶酔であるの
に 対 し て，4 楽章は 愛の 悩 み を現わし ていると 言われている。この 楽章は二部形式で 構成
さ れている。

第 1部( 1 ~ 24 小 節）
曲は第 2 楽章の 第 1 主題が変 口 短調の暗い 響で 静か に 開 始さ れる。 （譜例 12 )

これは次 第に和音に重厚さを加えな がら， 盛 り 上がっ て ゆ く 。左手伴奏部分の 三連符は



（譜例 12)
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沈み込む ような旋 律の流れに 緊迫惑を与える。 9 小節目から，爆発的音量の和音と三 連符
の リ ズ ムで 増 々 緊迫度を加えながら主題の展開的確 保となる 。 19小節目からは第 1 部の終
結 部とな り ，主題 変 奏 は最 も プ ラ ー ム ス ら しい 5 度音程の重音の響きで奏され，ppで静か
に 消えてゆ く 。

第2 部 ( 25 ~ 5 3 小節）
この部分は第 1 部の再現と コ ー ダの部分である 。 左手 ト レ モ ロ の伴 奏 にのっ て再び主要

旋律が現われ，管弦楽的な主題の展開 部を経て，主要旋 律 に よる コ ー ダが伴い ， 消えるよ
うに この楽章 は終わる 。

第 5 楽章 （ ア レ グ ロ ・ モデ ラ ー ト ・ マ ・ ルバ ー ト ヘ 短 調 8 分の6 拍子）
この楽章は ， A - B - A - C - A - 結 尾という ロ ソ ド 形式 で構成されている。
A の部 分 ( 1 ~ 38 小節）
歯切れの良いダ ンス 曲 風な リ ズ ムの主題に よ っ て へ短調で 曲 は開始される 。 2 小 節の歯

切れの良さ は，す ぐ ‘ン ソ コ ー ペ ー シ ョ ンの リ ズ ム にな り ，柔和な動き に 変わる 。 （譜例13)
（譜例 1 3)

‘)
・
叶 砂 1 - LJ 四f ー， §日 目且心g三
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7 小 節からは，主題の展開部 確保であるが ， それは次第に音 量を増 して，19小節 目からの
左手 オ ク ク ー プの半 音階的動きに よっ て頂点へ達する 。 テ ン ボ も 幾分緊迫度を増 しながら
25小節目の和音 まで一 気 に 弾きあげてゆ く 。 25小節目 よ り 38小節目 までは，次の主題 への
移行部である 。 右手は分散和音の，うなるような響きに 変わ り ，左手 に 主題の リ ズ ム が顔
を出 し， これは次第に 弱め られて ， 潮を引 く ように 消えて ゆ く 。

Bの部 分 ( 39 ~ 1 0 3 小 節）
ヘ長調 になる。 左手 は弱音でさ ざ波の ような音型 に 変わ り ， 右手 は第 1 楽 章の第2 主題

と旋律的 関係をも っ た優美な動き になる。 （ 譜例14 ) 左手 音型の跳躍 し た音符は幾分 音を
浮き立たせて ， 良 く 響きを捕える こ と 。
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（譜例 14 )

“ [ 
51~70 小 節 は ， 上の第2 主題 の確保である。 71~ 10 3小 節 は再びAの部 分へ移 るため

の 移行部である。 変 二長調に変 わ り ， 左手の単調な動きに ， 右 手 は第 1 主題 の 律動的 リ ズ
ムを軽快にく り 返す 。

A' の 部 分 C 104 ~ 139 小節）
こ の 部 分 は， ほと んど最初の A の部 分の完全な再現である 。
C の 部分 C 14 0~ 194 小節）
再び変 二 長調とな り ， 柔和な第 3 主題が低音域で現われる 。 （譜例 15 )

（譜例 15 )

宍孔•.f f ＼[ l f t □ .`-
u

91いユ…”~. --
PP で始 ま っ た主題 は ， カ ノ ノ`風に模倣しなが ら次第に盛 1J 上げて ゆく 。 177 小節から

は ， 突然 pP に弱め られて ， 休止 符を伴 っ た 主題の 変 奏 の後 ， 徹底的な ヵ ノ ン の 部分が来
る 。 こ こ は ， 3 た び第 1 主題へ移るため の 移行部であ る 。

A”' の 部 分 (195 ~24 8 小節）
3 た びへ短調で第 1 主題 の 出 現である 。 こ の部 分で は ， 第3 主題と組合わさ れた 1J して

かな り 変型されてい る。 そ の 後 2 36~248 小 節 までは終 結 部にあた るが ， こ れは第 3 主
題 の カ ノ ソで奏され ， 速度を速めなが ら コ ー ダヘと入 っ てゆく 。

コ ー ダ (249~ 3 65小 節）
こ の 部分は ， さ らに3つ の 部 分に分ける ことができる。
第 1 部分 ( P in mosso) 
第 3 主題 が左手 の 8 分音符の 中に織 1J 込 まれて 始 まる 。 （譜 例16) こ の旋律の動きと リ

ズ ム の パ ク ー ソ は ， 大変 不 自 然な感 じを与えるが ， プ ラ ー ム ス は時 々 感覚的な快感を無視
するような書法を用いている。

（譜例 16 )

覧口 己J I 「こ こ「 1二 「1J w tJ____
235,J節目か ら は，右手に第 3 主題が本来の リ ズ ムで現われ ， 左手 は相 変わ ら ず8 分音
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符で 変型されて く り 返 される 。 27 5 小節からは ，左 手に第 1 主題の リ ズ ム が顔 を 出 し， 滝
のよ う な アル ペ ジ ォ を経て pr esto へ 入 っ てゆ く 。

第2 部 分 ( presto)
29 3~348小節 までであるが，この部 分 も第 3 主題 を基 にして構成 されている。 右手に

8 分音符に縮小された第 3 主 題 を 奏 しな がら左手は本来の長さの第 3 主題 が力強 く 現 われ
る。 中間部において 曲 は 変 ハ長調に転調する。 やがて 再びへ長調に戻 n 曲は 頂点に逹する。
I 度 N7 の ア ル ペ ジ オ で爆発的に上 n 下 り し た 後 突然第 1 主題が現われる。

第3 部 ( Tempo I) 
34 8 小節 目から最後 までであるが， ff で強烈に現 われた第 1 主題 は，最 後に第 3 主題

を 力強 く 奏 し，変格終止する 。




